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令和５年１月号 2

　
遠
軽
町
の
ご
み
収
集
及
び
処
理
の
状
況
は
、

　
遠
軽
町
の
ご
み
収
集
及
び
処
理
の
状
況
は
、

こ
こ
こ
こ
1010
年
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ご
み

年
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ご
み

処
理
施
設
の
更
新
を
は
じ
め
、
町
民
の
リ
サ

処
理
施
設
の
更
新
を
は
じ
め
、
町
民
の
リ
サ

イ
ク
ル
意
識
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
ご
み
の

イ
ク
ル
意
識
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
ご
み
の

排
出
量
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

排
出
量
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
、
令
和
８
年
度
か
ら
一

　
こ
の
状
況
を
受
け
、
令
和
８
年
度
か
ら
一

部
の
ご
み
の
収
集
回
数
を
変
更
す
る
こ
と
と

部
の
ご
み
の
収
集
回
数
を
変
更
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

燃
や
さ
な
い
ご
み
の

燃
や
さ
な
い
ご
み
の

収
集
回
数
が
変
わ
り
ま
す

収
集
回
数
が
変
わ
り
ま
す

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　

問住民生活課☎42‐4812
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3 令和５年１月号

　　

ご
み
処
理
の
現
状

ご
み
処
理
の
現
状

　

町
内
で
発
生
し
た
一
般
廃
棄
物
は
、
遠
軽

町
、
湧
別
町
、
佐
呂
間
町
の
３
町
で
構
成
す

る
遠
軽
地
区
広
域
組
合
の
運
営
に
よ
る
「
え

ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
「
え
ん
が
る

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。

　

燃
や
す
ご
み
は
、
平
成
30
年
１
月
に
供
用

を
開
始
し
た
え
ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
と
比
較
し
て

焼
却
炉
の
能
力
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
り
燃

や
す
こ
と
が
で
き
る
種
類
が
増
え
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
収
集
量
は
平
成
29
年
度
か
ら
微
増

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　　

ご
み
処
理
の
現
状

ご
み
処
理
の
現
状

　

町
内
で
発
生
し
た
一
般
廃
棄
物
は
、
遠
軽

町
、
湧
別
町
、
佐
呂
間
町
の
３
町
で
構
成
す

る
遠
軽
地
区
広
域
組
合
の
運
営
に
よ
る
「
え

ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
「
え
ん
が
る

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。

　

燃
や
す
ご
み
は
、
平
成
30
年
１
月
に
供
用

を
開
始
し
た
え
ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
と
比
較
し
て

焼
却
炉
の
能
力
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
り
燃

や
す
こ
と
が
で
き
る
種
類
が
増
え
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
収
集
量
は
平
成
29
年
度
か
ら
微
増

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
は
、
令
和
６
年

４
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
る
え
ん
が
る

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

え
ん
が
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
伴

い
、
そ
れ
ま
で
燃
や
さ
な
い
ご
み
で
あ
っ
た

資
源
に
で
き
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど

を
燃
や
す
ご
み
と
し
て
収
集
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
収
集
量
は
平
成
29
年
度

を
境
に
大
き
く
減
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
え
ん
が
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
稼
働
の
際
に
も
貝
殻
、
ペ
ッ
ト
用
ト
イ
レ

砂
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
な
ど
が
燃
や
す
ご
み
に

変
更
さ
れ
た
ほ
か
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
分

別
収
集
ル
ー
ル
を
徹
底
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
こ
で
も
大
き
く
収
集
量
を
減
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

収
集
回
数
の
見
直
し

収
集
回
数
の
見
直
し

　

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
量
が
大
幅
に
減

少
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
４
月
１

日
か
ら
燃
や
さ
な
い
ご
み
及
び
粗
大
ご
み
の

収
集
回
数
を
半
分
に
減
ら
す
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
の
変
更
に
よ
り
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
は

排
出
量
に
見
合
っ
た
適
正
な
収
集
回
数
と
な

り
、
収
集
運
搬
コ
ス
ト
の
抑
制
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
収
集
回
数
が
減
る
と
、
ご
み
が

収
集
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
場
合
、
ご
み
の
保

管
期
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
収
集
で
き
な
い
ケ
ー
ス

を
収
集
事
業
者
に
聞
い
て
み
ま
し
た
の
で
、

町
民
の
皆
様
に
お
い
て
は
改
め
て
適
切
な
ご

み
の
分
別
を
心
掛
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

地域 令和８年３月まで 令和８年４月から

遠　軽 毎週　指定曜日 第２・４週　指定曜日

生田原 第２・４月曜日 第２月曜日

丸瀬布 第１・３火曜日 第１火曜日

白　滝 第１・３水曜日 第３水曜日

ごみ収集日の変更内容（燃やさないごみと粗大ごみ）

※生田原及び丸瀬布地域の粗大ごみの収集日は現状から変更ありません。

燃やすごみ　収集実績

燃やさないごみ　収集実績

直接搬入 事業者収集

直接搬入 事業者収集

6,000ｔ

H27 H28

4,000ｔ

5,000ｔ

3,000ｔ

2,000ｔ

1,000ｔ

0ｔ
H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６

H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６

4,000ｔ

3,000ｔ

2,000ｔ

1,000ｔ

0ｔ

えんがるリサイクルセンターえんがるリサイクルセンター
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令和５年１月号 4

TOPTOP３３
燃やさないごみ燃やさないごみ  で収集できないケースで収集できないケース

可燃物の混入

資源ぶつにできないプラスチック製品の混入

が多く、時季によっては牡蠣の貝殻や使い捨

てカイロなどが入っていることもあります。

電池類の混入

乾電池やモバイルバッテリーなどの混入があ

ります。町が無料で回収しているので適正に

処理してください。

貼り紙をしたまま再度出す

残置されたごみ袋に貼られた紙は、正しい分別をした後に

必ず取ってから出してください。貼り紙がされたままのご

み袋は収集しません。

スプレー缶に穴をあけたらダメなの？とたまに

聞かれます。危険性があるため国は推奨してい

ませんが、安全に配慮してあけるのであれば問

題ありません。

遠
軽
地
区

環
境
衛
生
協
同
組
合
　
南
條
さ
ん

エ
コ
イ
ズ
ム
協
同
組
合

石
井
さ
ん

小型家電を燃やさないごみとして出す場合、乾電

池や充電式電池を外しているのが見える状態で出

してもらえると助かります。車両火災の恐れもあ

るためご協力のほどよろしくお願いします。

可燃物の混入

収集できないケースの大半は、資源ぶつに

できないプラスチック製品や紙類などの混

入によるものです。

缶・びんの混入

袋の中全て缶やびんといったケースがあり

ます。汚れを落とせるものは洗浄して資源

ぶつとして出してください。

調味料の中身が残っている

調味料のびんは、中身を処理して洗浄して資源ぶ

つとして出してください。ただし、割れたものや

油のびんなどは、燃やさないごみで出してもらっ

て大丈夫です。

収集事業者からひと言

収集事業者からひと言

TOPTOP３３
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5 令和５年１月号

　
新
た
な
最
終
処
分
場
の
建
設

新
た
な
最
終
処
分
場
の
建
設

　

遠
軽
町
、
湧
別
町
、
佐
呂
間
町
の
３
町
は
、

各
々
の
最
終
処
分
場
（
遠
軽
町
は
旭
野
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
）
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
３
町
と
も
に
埋
立
可
能
な
容
量
が
残
り

わ
ず
か
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、

遠
軽
地
区
広
域
組
合
に
よ
り
３
町
で
利
用
す

る
最
終
処
分
場
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
新
た

な
最
終
処
分
場
の
建
設
費
用
は
現
在
建
設
中

の
た
め
概
算
金
額
と
な
り
ま
す
が
約
38
億
円

で
、
利
用
期
間
は
15
年
間
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
多
額
の
税
金
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
る
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
長
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
今
後
も
引
き
続
き
ご
み
の
減

量
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
廃
棄
物
の
「
未
来
の
姿
」

廃
棄
物
の
「
未
来
の
姿
」

　

新
し
い
最
終
処
分
場
を
１
日
で
も
長
く
利

用
す
る
た
め
に
は
、
廃
棄
物
が
ど
う
処
分
さ

れ
て
い
る
の
か
を
考
え
、
適
切
な
分
別
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
捨
て
る
前
に
廃
棄
す

る
も
の
の
「
未
来
の
姿
」
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
燃
や
す
ご
み

　

焼
却
後
の
灰
を
埋
め
立
て
ま
す
。

●
燃
や
さ
な
い
ご
み

　

破
砕
後
の
残ざ

ん

さ渣
を
埋
め
立
て
ま
す
。

●
資
源
ぶ
つ

　

�

新
た
に
製
品
や
原
料
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。

　

燃
や
す
ご
み
や
燃
や
さ
な
い
ご
み
は
ど
う

し
て
も
埋
め
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
資

源
ぶ
つ
は
埋
め
立
て
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
み
を
捨
て
る
前
に
本
当
に
資
源
に
な
ら
な

い
の
か
、
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
廃
棄

物
の
「
未
来
の
姿
」
を
選
ぶ
の
は
あ
な
た
で
す
。

　
ひ
と
り
の
小
さ
な
努
力

ひ
と
り
の
小
さ
な
努
力

　

現
在
、
遠
軽
町
の
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご

み
の
排
出
量
は
約
１
千
ｇ
で
、
こ
れ
に
対
し

て
全
国
平
均
は
約
８
５
０
ｇ
で
す
。
つ
ま
り
、

遠
軽
町
は
全
国
平
均
よ
り
も
約
１
５
０
ｇ
も

多
い
ご
み
を
毎
日
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

町
民
１
万
７
千
人
全
員
が
、
今
日
か
ら
毎

日
１
５
０
ｇ
だ
け
ご
み
を
減
ら
し
、
全
国
平

均
の
８
５
０
ｇ
を
達
成
で
き
た
場
合
は
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
。
１
日
で
減
る
ご
み
の
量

は
約
２
．
５
ト
ン
、
１
年
で
減
る
ご
み
の
量

は
約
９
３
０
ト
ン
と
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
最
終
処
分
場
で
考
え
る
と
、
約
２

年
間
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

金
額
に
換
算
す
る
と
約
５
億
円
分
の
価
値
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
で
見
る
と
大
し

た
こ
と
は
な
い
量
で
す
が
、
町
全
体
で
み
る

と
か
な
り
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
々

の
生
活
の
中
で
大
変
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
「
ご
み
を
減
量
す
る
」と
い
う

未
来
の
遠
軽
町
へ
の
投
資
を
自
分
の
で
き
る

範
囲
で
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

　
一
家
に
一
台
コ
ン
ポ
ス
ト

一
家
に
一
台
コ
ン
ポ
ス
ト

　

平
成
の
時
代
に
一
般
家
庭
へ
の
普
及
が
進

ん
だ
「
コ
ン
ポ
ス
ト
」を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

生
ご
み
を
堆
肥
へ
と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
コ

ン
ポ
ス
ト
で
す
が
、
一
般
的
に
燃
や
す
ご
み

の
約
３
割
が
生
ご
み
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、

コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用
は
ご
み
の
減
量
化
に
効

果
的
で
す
。
町
で
は
、
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

住
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
収
集
日
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

収
集
日
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

　
お
知
ら
せ

　
お
知
ら
せ

　　

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
友
だ
ち
追
加
し
、
簡

単
な
受
信
設
定
を
す
る
こ
と
で
、「
明
日
は
燃

や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
日
で
す
」
の
よ
う
な

通
知
を
収
集
日
前
日
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
収
集
回
数
の
減
っ
た

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
出
し
忘
れ
を
予
防
で
き

る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
の
分
別
方
法
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
担
当
職
員
が
直
接
お
伺
い
し
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
く
「
出
前
講
座
」
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
企
画
課（
☎

42
‐
４
８
１
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

２
次
元
コ
ー
ド

品名 参考重量 備考

ティッシュの箱 約 30ｇ／１箱
×　燃やすごみ
○　資源ぶつ（段ボール類）

シャンプーの詰め替え容器 約 50ｇ／１本
×　燃やすごみ
○　資源ぶつ（ブラスチック製容器包装）

雑誌 約 500ｇ／１冊
×　燃やすごみ
○　資源ぶつ（雑誌・本類）

アルミ缶 約 15ｇ／１缶
×　燃やさないごみ
○　資源ぶつ（空き缶）

重量の目安

5 令和８年３月号
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たばこ

　家の周りに置かれた

不用品やごみステー

ションなどへの放火が

全国各地で発生。普

段から放火されな

い環境作りを！

　たばこの火は小さくて

もくすぶり続け、数時間

経過してから燃え

上がる場合も。た

ばこの始末は喫煙

者のマナー！

　鍋を火にかけていること

を忘れ、気づいた頃には炎

が上がり火災に至るケース

が特に多いです。コンロか

ら離れるときはしっかり火

を消しましょう！

　電気配線のショー

トやトラッキングに

よりコンセントから

出火することがあり

ます。定期的に清掃

しましょう！

　ライターやマッ

チの保管は子ども

の手の届かないと

ころで！小さな子

は好奇心旺盛なの

で特にご注意を！

　ストーブの周りに

燃えやすいものはあ

りませんか？また、

適切に使用していま

すか？ストーブから

火災に至るケースは毎年のように発生し

ています！今一度、点検しましょう！

近年の火災近年の火災
発生状況発生状況

出火件数 焼損状況

損害額
（千円）

死　
　
　

者

負　

傷　

者

焼 

損 

棟 

数

り
災
世
帯
数

り
災
人
員
数

建物

林　

野

車　

両

そ
の
他

合　

計

床面積
（㎡）

表面積
（㎡）

林野
（ａ）

車両
（台）

全　

焼

半　

焼

部
分
焼

ぼ　

や

消防本部管内

令和７年 ２ 3 ー ５ ー ５ ５ 20 1,262 ー ー 6 38,784 ー ２ 11 ４ ７

令和６年 ２ ２ １ ５ ー ２ ７ 19 1,173 31 ー ２ 31,028 １ ３ 15 ４ ９

令和５年 ３ ー ２ ５ ー ５ ８ 23 246 21 ー ７ 10,020 １ ３ 12 ８ ８

放火 ・放火疑い コ ン ロ

火遊び配線器具 ス トーブ

身近身近にあるにある火災火災のの原因原因

　令和７年中における当消防本部管内の火災発生件数は、20 件となっており、建物火災

10 件、車両火災５件、その他の火災５件となっています。

　

　遠軽町で 15 件、湧別町で３件、佐呂間町で２件の火災が発生しています。

　火災損害状況については、建物焼損床面積 1,262 ㎡、車両焼損台数６台で、損害額は

38,784 千円の大変貴重な財産が失われ、また、火災による死者は０人で、負傷者は２人

となっています。

　

　建物火災のうち住宅火災が最も多く３件発生し、次いで倉庫火災が２件となっていま

す。また、ごみ収集車による車両火災が２件発生し、近年増加傾向にあります。

　

　ごみの不適切な処理・分別による火災が６件発生し、出火件数の約３割を占めていま

す。

　当消防本部管内では、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化され 15 年以上

が経過し、交換目安時期を超えた機器が多く存在していますので、大切な家族の命を住

宅火災から守るためにも、住宅用火災警報器を設置し適切な維持管理を行う必要があり

ます。

　消防機関としましては、火災を未然に防ぐ取組や、住民への啓発活動を一層推進する

とともに、災害に強い地域社会の実現に向け、引き続き万全を期していきます。

町　別

用途別

原因別

令和８年３月号 6



7 令和５年１月号

救急出場及び搬送人員の状況救急出場及び搬送人員の状況

　令和７年中における救急出場件数は、1,773 件（対前年比２件減）、搬送人員は
1,697 人（対前年比 16 人増）で、昨年より出場件数は減少していますが、搬送人
員は増加しています。 これは、１日に平均すると 4.8 件出場し、4.6人を医療機
関へ搬送したことになります。 

月別救急出場件数及び搬送人員月別救急出場件数及び搬送人員  

　令和７年中における救急搬送人員を月別に比較すると、１月が 181 人と最も多
く、続いて 12 月が 174 人、７・８月が 151 人の順となっています。 

事故種別事故種別 

　令和７年中における救急出場件数を事故種別ごとにみると、「急病」が最も多
く 1,094 件と全体の約 61.7％を占めており、次いで「一般負傷」が 264 件（約
14,8％）、「転院搬送（その他に含む）」が 246 件（約 13.8％）の順となっております。 

時間帯別出場件数時間帯別出場件数  

　令和７年中における救急出場件数を時間帯別で比較すると、午前中の８時から 10
時までの時間帯が最も多く、続いて10時から12時までの時間帯の順になっています。 

救急車の適正利用について 

　救急車は、命を守るための大切な共有財産です。緊急でない利用は、本当に必要な方への対応の遅れに
つながります。適正な利用にご理解とご協力をお願いします。

～サイレンは命のために鳴らしています～
　救急車は、道路交通法に基づき、緊急走行のためサイレンを鳴らしています。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　令和７年中の救助出場件数は 12 件、救助人員は 13 人でした。前年より出場件数は９件減少
し、救助人員は 1 人増加しています。
　事故種別では「交通事故」が 11 件と大半を占め、「機械による事故」が１件でした。
　近年は建物の高層化や道路の高速化、雪道のアイスバーンによる事故増加など、災害・事故
は複雑多様化しています。今後も訓練・研修を重ね、救助体制の充実・強化に努めてまいります。

救急出場件数救急出場件数 火災
自然

災害

水難

事故

交通

事故

労働

災害

運動

競技

一般

負傷
加害

自損

行為
急病

その他

合計転院

搬送

医師

搬送
資機材
等輸送

その他

消
防
本
部
管
内

令和７年

出場件数 ２ ー 1 100 34 ５ 264 ー 12 1,094 246 ー ー 15 1,773

不搬送人員 ー ー 1 13 ２ ー 12 ー ３ 60 ー ー ー 10 101

搬送人員 ２ ー ー 106 32 ５ 253 ー ９ 1,039 246 ー ー ５ 1,697

令和６年

出場件数 ２ ー ３ 72 46 ９ 264 ２ ８ 1,118 248 ー ー ３ 1,775

不搬送人員 ー ー ー 10 ２ ー 14 ー ３ 68 ３ ー ー ３ 103

搬送人員 ２ ー ３ 70 44 ９ 250 ２ ５ 1,051 245 ー ー ー 1,681

う
ち
遠
軽
町

令和７年

出場件数 ２ ー ー 62 16 ４ 162 ー 10 674 184 ー ー ４ 1,118

不搬送人員 ー ー ー 8 ー ー ６ ー ２ 37 ー ー ー ３ 56

搬送人員 ２ ー ー 64 16 ４ 156 ー ８ 637 184 ー ー １ 1,072

令和６年

出場件数 ２ ー ー 42 19 ５ 159 ２ ５ 696 198 ー ー ２ 1,130

不搬送人員 ー ー ー ７ １ ー ６ ー １ 42 ３ ー ー ２ 62

搬送人員 ２ ー ー 42 18 ５ 153 ２ ４ 654 195 ー ー ー 1,075

※１件の出場で複数人搬送している場合があります。出場件数＝搬送・不搬送人員ではありません。

救助出場件数救助出場件数 火災
交通
事故

水難
事故

自然
災害

機械 建物
ガス
酸欠

破裂 その他 合計

消
防
本
部
管
内

令和７年

出場件数 ー 11 ー ０ １ ー ー ー ー 12

活動件数 ー ７ ー ０ １ ー ー ー ー 8

救助人員 ー 10 ー ０ ３ ー ー ー ー 13

令和６年

出場件数 ー 16 ２ ー ー ー ー ー ３ 21

活動件数 ー ８ １ ー ー ー ー ー ２ 11

救助人員 ー 10 １ ー ー ー ー ー １ 12

※１件の出場で複数人救助している場合や、救助活動の必要がなかった出場があります。出場件数＝活動件数・救助人員ではありません。

道北ドクターヘリ出場件数道北ドクターヘリ出場件数 要請件数
出場件数

施設間搬送 緊急外来搬送 救急現場出場 合計

消防本部管内
出場件数

令和７年 13 ６ ー ７ 13

令和６年 14 ３ ー 11 14

救助出場の概況

7 令和８年３月号
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Town Information

３３
月
の
月
の

     
     

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
まち
の人口
（令和８年１月末現在）

　　　　　　　　 前月比
▶人口　17,058人　（ -55）
･遠軽　14,260人　（ -39）
･生田原 1,369人　（  -9）
･丸瀬布   984人　（  -3）
･白滝　　 445人　（  -4）
▶男性　 8,289人　（ -24）
▶女性　 8,769人　（ -31）
▶世帯　 9,440世帯（ -29）
▶出生　     2人　（  -9）
▶死亡　　　39人　（  14）

１月の
事故発生状況
▶人身事故　 0件（   0件）
▶死　　者　 0人（   0人）
▶負 傷 者　 0人（   0人）
▶物損事故　23件（  23件）
※（　）は令和８年累計

１月の
火災発生状況
▶火災発生　　1件（  1件）
▶死　　者　　0人（  0人）
▶負 傷 者　　0人（  0人）
※（　）は令和８年累計

一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
相
談
日
時
・
場
所

【
３
月
６
日
（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時
】

・
白
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
丸
瀬
布
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
生
田
原
支
所

【
３
月
27
日
（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時
】

・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
げ
ん
き
21
）

■
申
込
み　

相
談
日
前
日
の
正
午
ま
で

※�

相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
ご
予
約
が

な
い
場
合
に
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
運
営
協
議
会
委
員
の

募
集
に
つ
い
て

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
住
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
、
制
度

の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
て

い
た
だ
く
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

道
内
在
住
の
満
18
歳
以
上

の
方
（
た
だ
し
、
議
員
や
公
務
員
等
を
除

く
）

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談

■
日
時

■
日
時

３
月
９
日
（
月
）

３
月
９
日
（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

午
後
２
時
～
５
時

４
月
４
月
1313
日
（
月
）

日
（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

午
後
２
時
～
５
時

■
場
所

■
場
所　　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ
ん
き

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ
ん
き
2121
））

■
相
談
時
間

■
相
談
時
間　

１
人

　

１
人
3030
分
程
度

分
程
度

■
申
込
み

■
申
込
み　　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
（
６
人
）
を
超
え
た
場
合

　

た
だ
し
、
定
員
（
６
人
）
を
超
え
た
場
合

は
ご
了
承
く
だ
さ
い

は
ご
了
承
く
だ
さ
い（
年
度
内

（
年
度
内
11
人
２
回

人
２
回

ま
で
）
。

ま
で
）
。

申
込
・

問
企
画
課

企
画
課
☎☎
4242
‐
４
８
１
８

‐
４
８
１
８

困
り
ご
と
相
談
会
の
お
知
ら

せ

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン

タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
」
で
は
、

経
済
的
に
暮
ら
し
が
成
り

立
た
な
い
な
ど
の
困
り
ご

と
を
、
ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

５
人

■
任
期　

令
和
８
年
７
月
か
ら
２
年
間

（
開
催
は
年
２
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

■
応
募
方
法

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
s://iry

o
k
o
u
ik

i-

h
o
k
k
a
id

o
.jp

）
に
あ
る
応
募
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

４
月
30
日（
木
）

■
選
考　

選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提
出

さ
れ
た
小
論
文
等
に
よ
り
総
合
的
に
委
員

を
選
考
し
ま
す
。

■
報
酬
な
ど

　

１
日
に
つ
き
５
千
円
の
報
酬
と
旅
費
を

支
給
し
ま
す
。

　

問
北
海
道
広
域
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

異
動
繁
忙
期
の
役
場
窓
口

開
庁
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

例
年
、
４
月
初
め
は
住
所
異
動
の
手
続

き
で
大
変
込
み
合
う
た
め
、
窓
口
業
務
の

一
部
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
延
長
期
間　

４
月
１
日（
水
）
、
２
日
（
木
）

■
延
長
時
間　

午
後
５
時
30
分
～
７
時

※
通
常
の
開
庁
時
間
は
午
前
８
時
45
分
～

午
後
５
時
30
分
で
す
。

■
実
施
す
る
窓
口

・
役
場
１
階　

住
民
生
活
課（
戸
籍
窓
口
）

・
教
育
委
員
会
総
務
課
（
学
校
教
育
担
当
）

※
各
支
所
で
は
延
長
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
取
り
扱
い
可
能
な
手
続
き

【
住
民
生
活
課
】

・
転
入
、
転
居
、
転
出
届
等
の
受
付

・
住
民
票
等
の
写
し
の
交
付

・
戸
籍
の
全
部
事
項（
個
人
事
項
）
証
明
書

等
の
交
付

・
印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

・
出
生
、
婚
姻
、
離
婚
、
死
亡
届
等
の
受
付

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
及
び
電

子
証
明
書
の
更
新
等

【
教
育
委
員
会
総
務
課
】

・
就
学
通
知
と
入
学
の
手
続
き

※
な
お
、
国
や
北
海
道
、
他
の
市
区
町
村

等
に
照
会
が
必
要
な
も
の
は
、
当
日
の

取
扱
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

教
育
委
員
会
総
務
課
☎
42
‐
２
１
９
１
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募集職種 技術職（建築） 技術職（土木）

募集人数 若干名 若干名

受験資格

■社会人
○�１級建築士または２級建築士の免許を取得済み
の方

○�民間企業、団体、国・地方公共団体等において
建築に関する勤務経験（正社員・正職員）が通算
して３年以上ある方

■大学卒
○�学校教育法に基づく大学において建築に関する
科目を履修し卒業した方または令和９年３月ま
でに卒業見込みの方

■短大・高専・専修学校卒
○�学校教育法に基づく短期大学または高等専門学
校もしくは専修学校の専門課程（修業年限２年
以上）において建築に関する科目を履修し卒業
した方または令和９年３月までに卒業見込みの
方

■社会人
○�土木施工管理技士の資格を有するか、技術士ま
たは技術士補の登録を受けている方

○�民間企業、団体、国・地方公共団体等において
土木に関する勤務経験(正社員･正職員)が通算し
て３年以上ある方

■大学卒
○�学校教育法に基づく大学において土木に関する
科目を履修し卒業した方または令和９年３月ま
でに卒業見込みの方

■短大・高専・専修学校卒
○�学校教育法に基づく短期大学または高等専門学
校もしくは専修学校の専門課程（修業年限２年以
上）において土木に関する科目を履修し卒業した
方または令和９年３月までに卒業見込みの方

○昭和51年４月２日以降に生まれた方
○普通自動車運転免許を取得または令和９年３月末日までに取得見込みの方

試験種目 書類選考、面接試験

提出書類

○遠軽町職員採用試験申込書（建築）
※�町に請求または町ホームページからダウンロー
ドしてください。

○１級建築士または２級建築士の免許証の写し
※�既に免許を有している場合

○遠軽町職員採用試験申込書（土木）
※�町に請求または町ホームページからダウンロー
ドしてください。

○�土木施工管理技士の資格､技術士または技術士補
の登録を証明できる書類の写し

※既に資格等を有している場合

○最終学校が発行する成績証明書　※在学中の場合は、当該在学中の学校のもの
○高等学校の成績証明書　※高等学校卒業後５年以内の場合

申込期限 ５月22日（金）午後５時必着（郵送または持参）

試験日時 ６月中旬（予定）　※決まり次第、受験者に別途通知します。

採用予定日 随時　※新卒の場合は令和９年４月１日とします。

※日本国籍を有しない方及び地方公務員法第16条の各号のいずれかに該当する方は受験できません。
※詳細は町ホームページにてご確認ください。

■留意事項

①�採用の可否にかかわらず、提出書類は返却しません。

②申込書に記載された個人情報は、この試験以外の目的には使用しません。

③受験申込後に受験を辞退する場合は、その旨ご連絡ください。

④採用試験に合格し採用内定を受けた場合でも、次のいずれかに該当するときは採用内定を取り消します。

　（１）遠軽町職員採用試験申込書に、虚偽の記載があったことが判明したとき。

　（２）採用予定日までに、募集職種に応じた必要な資格を取得できなかったとき。

⑤荒天等の理由により試験日を調整する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

■申込み・問合せ先

〒099‐0492　紋別郡遠軽町１条通北３丁目１番地１　遠軽町総務部総務課庶務担当

☎42‐4811（内線214）　  soumu@engaru.jp　ホームページ　https://engaru.jp/

遠軽町職員採用試験（建築・土木）遠軽町職員採用試験（建築・土木）

　町では、職員を次のとおり募集します。

募　集

町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
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お知らせ 緊急時の新たな情報伝達方法（サイレン）

■サイレンの設置個所

　町内の15箇所に設置された消防のサイレンが鳴ります。ただし、全ての地域をカバーしているわけではあり

ません。

設置場所 設置場所

遠
軽

消防本部・消防署 １条通北３丁目１番地１ 生
田
原

消防署生田原出張所 生田原256番地

遠軽大通南１サイレン塔 栄町第２自治会館 安国サイレン塔 安国公民館前

遠軽大通南４サイレン塔 大通南児童公園付近
丸
瀬
布

消防署丸瀬布出張所 丸瀬布東町247番地5

遠軽南小学校 遠軽町立南小学校 丸瀬布西町サイレン塔 丸瀬布西町63番地

遠軽西町サイレン塔 旧遠軽小学校 丸瀬布上武利サイレン塔 丸瀬布上武利200番地２

遠軽瀬戸瀬サイレン塔
瀬戸瀬コミュニティセンタ
ー前

白
滝

消防署白滝出張所 白滝1363番地50

遠軽社名淵サイレン塔 社名淵簡易郵便局付近 白滝西区サイレン塔 白滝郵便局付近

白滝支湧別サイレン塔
上支湧別農作業準備休憩室
付近

■サイレンの鳴り方

　緊急時には以下のサイレン音が鳴ります。 

　「約60秒間吹鳴→約５秒間休止→再び60秒間吹鳴」

　※実際の吹鳴時間は若干の誤差が生じる可能性があります。

■サイレンが聞こえたときの行動

　サイレンを聞いたら、まず【テレビ、ラジオ、防災情報メール】などで詳細な情報を確

認してください。その後、次のように行動してください。

〇屋内にいる場合

　できるだけ窓から離れ、なるべく窓のない部屋へ移動してください。

〇屋外にいる場合

　近くの頑丈な建物や地下施設へ避難してください。

〇近くに建物がない場合

　物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守りましょう。

※�安全を確保するためには、日頃の準備が欠かせません。消防サイレンを活用した新たな情報伝達方法を理解

し、家族や近隣の方々と情報を積極的に共有することで、緊急時に迅速かつ的確な対応が可能になります。

普段から少しずつ準備をしておきましょう。
　

問危機対策室　☎42‐4811

　町では、北朝鮮からミサイルが発射されたときなどの「国民保護情報」が発令された際、新た

に消防のサイレンを鳴らして情報をお伝えする体制を４月から導入します。これにより、より

迅速に町民の皆様へ緊急情報を提供できるようになります。

有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

次
の
と
お
り
町
営

住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
入

居
を
希
望
さ
れ
る
方

は
募
集
期
間
内
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
営
住
宅
に
申
し
込
む
場
合
は
、
住
宅

の
種
別
に
応
じ
た
入
居
資
格
が
あ
り
ま
す

の
で
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

複
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選

考
委
員
会
を
開
催
し
、
状
況
に
応
じ
て
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
に
は
、
地

域
・
自
治
会
等
の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
い

ま
す
。

■
申
込
期
間

　

３
月
１
日
（
日
）
～
13
日
（
金
）

■
選
考
委
員
会
の
日
程

　
３
月
17
日
（
火
）

■
抽
選
会
の
日
程
　
３
月
19
日
（
木
）

■
新
し
く
募
集
す
る
町
営
住
宅

　

下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
建
設
課
☎
42
‐
４
８
１
７

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
1

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
1

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

■新しく募集する住宅

地域名 種別 団地名 棟番号 部屋番号 建設年度 規模
広さ

（㎡）
住宅の

月額家賃（円）
駐車場

使用料（円）

遠軽 公住

山の手団地 57-B-2棟 747号室
昭和57年度�

（平成30年改修）
３LDK 66.19㎡ 17,700～26,400 1,300 

山の手団地 61-A-1棟 825号室
昭和61年度�

（令和２年改修）
３LDK 69.52㎡ 18,800～28,000 1,300 

生田原

公住 栄行団地 26-3棟 10号室 平成26年度 ２LDK 60.5㎡ 17,800～26,500 1,000 

定住
林友団地

（単身向け）
D棟 ３号室 平成９年度 １DK 42.93㎡ 27,000 -

丸瀬布

公住 若葉団地 61棟 212号室 平成５年度 ３LDK 78.97㎡ 18,300～27,300 -

定住
新町定住
５号団地

23棟 101号室
平成15年度�

（令和５年改修）
２LDK 58.15㎡ 35,000 1,000

白滝 公住 中央団地 ３棟 ３号室 平成９年度 ２DK 58.37㎡ 14,000～20,900 1,000 

①公住は、収入に応じて家賃が変動します。

②60歳未満の単身者が入居できる公住は、住宅の規模が２LDK以下で、かつ、広さが60㎡以下の住宅に限ります。

　なお、60歳以上の単身者は、60㎡以下または２LDK以下の住宅に入居できます。

③入居者の車両は原則１台とし、整備された駐車場を使用する場合に駐車場使用料がかかります。

④申込みには、マイナンバーを提示していただく必要があります。

⑤募集住宅のほかにも入居できる住宅がありますので、お問い合わせください。

有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。
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春
の
検
診

申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

４
月
・
５
月
に
春
の
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
毎
年
受
け
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

し
ば
ら
く
受
け
て
い
な
か
っ
た
方
や
今
ま

で
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
も
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
町
の
集
団
検
診
は
春
の
ほ
か
、

秋
（
９
・
10
月
）に
実
施
し
、
そ
の
ど
れ
か

１
回
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

他
、
個
別
健
診
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項　

・�

受
付
時
間
の
詳
細
は
、
申
込
み
の
際
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
混
雑
緩
和

の
た
め
人
数
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
）。

・�

特
定
健
診
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の

方
が
対
象
で
す
。
国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
切
り
替
え
手
続
き
を
行
い

健
診
受
診
当
日
が
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
な
か
っ
た
場
合
は
、
特
定
健
診
を

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
万
が
一
国
民
健
康
保

険
加
入
者
以
外
の
方
が
町
で
実
施
し
て

い
る
特
定
健
診
を
受
診
し
た
場
合
は
、

後
日
健
診
料
金
を
全
額
請
求
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
協
会
け
ん
ぽ
や

各
種
組
合
健
康
保
険
等
の
加
入
者
本
人

と
扶
養
家
族
の
方
の
特
定
健
診
は
、
勤

務
先
や
医
療
保
険
機
関
で
行
う
健
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

・�

託
児
に
つ
い
て
ご
希
望
の
方
は
、
申
込

み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

窓
口
・
電
話
・
F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル

・
ウ
ェ
ブ
の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
の
方
は
、
希
望
す
る
検
診
日
程
・
項
目

の
ほ
か
、
①
氏
名
②
生
年
月
日
③
住
所
④

電
話
番
号
の
４
点
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
申
込
み
は
、
下
記

2
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
進
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
、
検

診
日
の
前
日
ま
で
で
き
ま
す
が
、
定
員
に

達
し
て
い
る
と
き
は
受
診
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■検診項目・料金

検診項目 対象 料金

特定健診

40歳から69歳までの国民健康保険加入者 1,500円

割引対象年齢の方（下記参照） 500円

70歳から74歳の国民健康保険加入者 無料

基本健診 30歳から39歳までの国民健康保険加入者 500円

後期健診 75歳以上の方 　無料

胃がん検診 40歳以上の方 1,500円

ピロリ菌検査 胃がん検診受診者で過去に受けたことがない方に限ります 2,500円

肺がん検診
30歳以上の方 500円

大腸がん検診

前立腺がん検診 前立腺の治療をしていない50歳から78歳までの方 1,000円

肝炎検査 40歳以上の方で過去に肝炎検査を受けたことがない方 500円

エキノコックス症検診 18歳以上の方 無料

※�特定健診の割引対象年齢は、令和８年度末年齢が40～50歳の方と55歳・60歳・65歳の方です。

※生活保護世帯の方は、ピロリ菌検査・前立腺がん検診・肝炎検査以外は無料です。

■日程・会場

日程 受付時間 会場 実施機関

４月21日（火） 6:00～7:30 丸瀬布コミュニティセンター

対がん協会

４月22日（水） 6:00～9:15 かぜる西

４月23日（木）・24日（金）
・25日（土）

6:00～10:15 保健福祉総合センター（げんき21）

５月28日（木） 6:00～8:30 白滝国際交流センター (コピエ)

５月29日（金）・30日(土) 6:00～10:15 保健福祉総合センター（げんき21）

※４月21日（火）は、がん検診（胃・ピロリ菌検査・肺・大腸）のみです。

※エキノコックス症検診は、５月30日(土)に実施します。

申
込
・

問
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３　

FAX
49
‐
３
１
２
０

 e
-h

o
k
e
n
@

e
n
g
a
ru

.jp

丸
瀬
布
支
所

☎
47
‐
２
２
１
１　

FAX
47
‐
２
１
２
８

老
人
ク
ラ
ブ
で
生
き
生
き
と

し
た
毎
日
を
！

　

現
在
、
遠
軽
町
内
８
か
所
に
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
月
の
会
合
を
は
じ

め
、
ス
ポ
ー
ツ
、
研
修
旅
行
、
健
康
教

室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、

高
齢
者
が
毎
日
を
生
き
生
き
と
過
ご
し

て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
60
歳

以
上
の
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
仲
間
と
と

も
に
生
き
が
い
を
感
じ
、
人
生
の
楽
し

み
の
幅
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
主
な
活
動
内
容

〇�

健
康
づ
く
り　

健
康
相
談
、
研
修
旅

行
、
体
操
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な　

　

ど

〇
防
犯
及
び
交
通
安
全　

特
殊
詐
欺
防

止
講
習
会
、
交
通
安
全
講
習
会
、
街
頭

啓
発
な　

　

ど

〇�

仲
間
づ
く
り　

お
互
い
の
声
掛
け
、

支
え
合
い
な　

　

ど

申
込
・

問

遠
軽
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

務
局　

保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３



月のお知らせ月のお知らせ３
Town Information

13 令和８年３月号

３月は 「自殺対策強化月間」「自殺対策強化月間」  です

　令和６年に全国で自殺によって亡くなった方は20,320人で、前年から1,517人減少していますが、依然
として２万人を超える方が自ら命を絶っており、深刻な状況が続いています（厚生労働省自殺対策推進室 
警察庁生活安全局生活安全企画課資料より）。
　背景にはこころの健康だけでなく、過労、生活困窮、育児や介護疲れ、いじめや孤立などのさまざまな
社会的要因があることが知られており、こうしたさまざまな悩みが原因で心理的に追い込まれた末の死で
あり、その多くが防ぐことのできる社会的な問題です。
　３月は進学や卒業、就職や転勤、転居など生活環境が大きく変動する時期で、自殺者が増える傾向にあ
ります。悩んでいる人へのアプローチに加え、周囲の人が悩んでいる人に気づき、声をかけ、必要な支援
につなげるなど、支え合うことも重要です。

　紋別保健所では、保健師や専門医が、こころの健康に心配のある方、飲酒やアルコール問題、ギャン
ブル問題をお持ちの方の相談をお受けしています。心配のあるご本人だけではなく、ご家族や関係者の
方も利用できます。また遠軽町保健師も相談をお受けしていますのでお気軽にご相談ください。

　

問紋別保健所　健康推進課健康支援係　☎0158‐23‐3108

保健福祉課（げんき21）☎42‐4813

　心身の不調を感じたり、不安があったりしたら、一人で抱えずにまずは相談を。
　眠れない、食欲が出ない、疲れがとれないなど、いつもと違う心身の不調を感じたり、学校や仕事、
家族、健康のことなどで不安があったりしていませんか。
　そのようなときは、決して一人だけで悩みを抱えず、まずは誰かに話してみてください。
　あなたの周りにいるたくさんの人が、あなたの支えになりたいと思っています。
　うまく話せなくても大丈夫です。話をすることで気持ちが楽になることもあります。
　あなたが相談できる場所はたくさんあります。

ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る
人のことです。まずは、声を掛けることからはじめてみませんか？

今、悩みを抱えている方へ

気づき 傾聴 つなぎ 見守り

家庭や仲間の変化に
気づいて、声を掛け
る

本人の気持ちを尊重
し、耳を傾ける

早めに専門家に相談
するよう促す

温かく寄り添いなが
ら、じっくりと見守
る

周りの方を心配しているあなたへ～あなたも“ゲートキーパー”の輪に加わりませんか？～

男
性
の
教
室
『
お
と
こ
組
』
を

開
催
し
ま
す

　

男
性
だ
け
の
健
康

運
動
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
５
月
か
ら
の

開
催
と
な
り
、
１
年

間
通
し
て
運
動
を
行

い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
対
象　

65
歳
以
上
の
男
性

■
募
集
定
員　

30
人

■
期
間　

５
月
か
ら
令
和
９
年
３
月
ま
で

■
日
時　

お
お
む
ね
各
月
２
回　

水
曜
日

及
び
木
曜
日（
午
後
１
時
30
分
～
３
時
）

■
回
数　

20
回　

■
会
場　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ

ん
き
21
）
・
総
合
体
育
館
・
武
道
館

■
申
込
み
方
法
・
期
間

　

遠
軽
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
げ

ん
き
21　

２
階
）
の
窓
口
か
電
話
の
申
込

み
に
な
り
ま
す
。

　

申
込
み
期
間
は
４
月
１
日（
水
）
か
ら
４

月
10
日（
金
）
ま
で
で
す
（
土
日
を
除
く
）
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
料　

参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
傷

害
保
険
料
と
雑
費
と
し
て
初
回
時
の
み

５
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・

問
遠
軽
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
42
‐
９
９
８
８

遠
軽
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
42
‐
０
３
１
７



14令和８年３月号

月のお知らせ月のお知らせ３
Town Information

高
齢
者
等
暖
房
費
高
騰
対
策

助
成
金
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
物
価
高
騰
状
況
下
に
お
け
る

暖
房
費
の
負
担
増
に
伴
い
、
国
の
「
重
点

支
援
地
方
交
付
金
」
を
活
用
し
、
低
所
得

者
世
帯
の
暖
房
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

該
当
の
可
能
性
が
あ
る
世
帯
に
は
、
事

前
に
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

■
対
象
世
帯

【
次
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
】

・�

令
和
７
年
12
月
１
日
に
お
い
て
、
遠
軽

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
世
帯

・
令
和
７
年
度
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

・�

世
帯
主
が
満
70
歳
以
上
の
世
帯
、
重
度

障
害
者
世
帯
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

及
び
２
級
も
し
く
は
療
育
手
帳
Ａ
判
定

も
し
く
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
）
、
ひ
と
り
親
世
帯
及
び
生
活
保

護
世
帯

・�

単
身
世
帯
の
場
合
は
、
長
期
入
院
ま
た

は
長
期
入
所
を
し
て
い
な
い
世
帯

■
助
成
額　

１
世
帯
当
た
り
１
万
円

■
助
成
の
手
続
き　

・�「
助
成
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
方
は
、

特
段
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�

た
だ
し
、
受
取
口
座
の
変
更
を
し
た
い

方
は
、
同
封
の
届
出
書
を
保
健
福
祉
課

窓
口
ま
た
は
各
支
所
に
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・�「
申
請
書
」が
届
い
た
方
は
、
必
要
事
項

を
記
載
し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
、
保

健
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
各
支
所
に
直
接

提
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
返
信
用
封
筒

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

ご
案
内
が
な
か
っ
た
世
帯
の
方
で
、
対

象
世
帯
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間　

３
月
19
日（
木
）ま
で

申
請
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）　

☎
42
‐
４
８
１
３

高
齢
者
の
り
も
の
乗
車
助
成

（
割
引
）
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

～ 

バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー
が
対
象
で
す 

～

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
の
た
め
、
高

齢
者
の
り
も
の
助
成
証
及
び
助
成
券
を
交

付
し
、
バ
ス
及
び
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
７
年
度
以
前
の
高
齢
者
の

り
も
の
助
成
証
及
び
助
成
券
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

町
内
に
住
ん
で
い
る
満
70
歳
以
上
の
方

■
利
用
で
き
る
区
間　

町
内
全
域

■
利
用
で
き
る
バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー

【
バ
ス
】
町
営
バ
ス
、
北
見
バ
ス（
定
期
に

運
行
す
る
路
線
）

【
ハ
イ
ヤ
ー
】㈲
末
広
ハ
イ
ヤ
ー
、
㈲
丸
瀬

布
ハ
イ
ヤ
ー
、
㈱
矢
木
組
、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー（
生
田
原
地
域
内
の
み
）

■
助
成
額

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
、
１
人
１
０
０
円

（
助
成
券
１
枚
分
）を
助
成
し
ま
す
。
助
成

券
は
、
１
人
に
つ
き
年
間
72
枚
を
交
付
し

ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

氏
名
及
び
生
年
月
日
が
分
か
る
も
の（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
令
和
７
年
度

の
高
齢
者
の
り
も
の
助
成
証
な
ど
）、
印

鑑（
本
人
に
よ
る
直
筆
署
名
で
は
な
い
場

合
に
必
要
）

※�

本
人
が
申
請
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

本
人
と
代
理
人
そ
れ
ぞ
れ
の
印
鑑
が
必

要
で
す
。

■
令
和
８
年
度
分
の
申
請
受
付

３
月
19
日（
木
）
か
ら（
土
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
45
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
）

※�

申
請
日
初
日
及
び
各
週
月
曜
日
は
混
雑

し
ま
す
。
利
用
開
始
日
は
４
月
１
日
で

す
の
で
、
分
散
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
・

問
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）　

☎
42
‐
４
８
１
３

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１　

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

重
度
身
体
障
害
者
交
通
費
助

成
事
業
の
お
知
ら
せ

～
ハ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
通
院
が
対
象
で
す
～

　

重
度
の
身
体
障
害
に
よ
り
、
ハ
イ
ヤ
ー

利
用
に
よ
る
通
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
に
対
し
、
１
か
月
４
回
、
年
間
48
回

を
限
度
と
し
て
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
の
一
部

(

基
本
料
金)

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
７
年
度
以
前
の
助
成
券
は
、

令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

■
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
所
持
し
、

ハ
イ
ヤ
ー
利
用
に
よ
る
通
院
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
在
宅
の
方
の
う
ち
、
世
帯
全

員
が
令
和
８
年
度
町
民
税
非
課
税(

３
～

６
月
に
申
請
す
る
方
は
、
令
和
７
年
度
町

民
税
非
課
税)

の
方

※�

入
院
、
施
設
入
所
、
生
活
保
護
受
給
中

の
方
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
利
用
目
的　
　

通
院
の
み

■
利
用
で
き
る
ハ
イ
ヤ
ー

㈲
末
広
ハ
イ
ヤ
ー
、
㈲
丸
瀬
布
ハ
イ
ヤ
ー

■
助
成
額

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
、
基
本
料
金(

助

成
券
１
枚
分)

を
助
成
し
ま
す
。
助
成
券

は
、
申
請
月
か
ら
月
４
枚
を
年
度
末
分
ま

で
交
付
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳

■
令
和
８
年
度
分
の
申
請
受
付

３
月
19
日(

木)

か
ら(

土
日
・
休
日
を
除
く

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分)

申
請
・

問
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）　

☎
42
‐
４
８
１
３

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１　

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１



月のお知らせ月のお知らせ３
Town Information

15 令和８年３月号

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

当
に
つ
い
て

　

物
価
高
の
影
響
が
長
期
化
し
、
そ
の
影

響
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
及
ぶ
中
、
特
に

そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
子
育
て
世

帯
を
支
援
す
る
取
組
と
し
て
、
手
当
を
支

給
し
ま
す
。
対
象
者
の
う
ち
公
務
員
の
方

は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

申
請
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
令
和
７
年
９
月
分
児
童
手
当
受
給
者

②�

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
の
父
母

■
対
象
児
童

・�

令
和
７
年
９
月
分
児
童
手
当
の
対
象
と

な
る
児
童

・�

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童

■
支
給
額
　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
２
万
円

■
手
続
き
方
法

【
公
務
員
以
外
の
方
】

　

支
給
を
受
け
る
場
合
は
、
申
請
不
要
で

す
。
令
和
７
年
10
月
支
給
時
の
児
童
手
当

の
受
取
口
座
に
お
振
込
み
し
ま
す
（
※
令

和
７
年
９
月
に
出
生
し
た
児
童
は
12
月
支

給
時
の
口
座
と
な
り
ま
す
）
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
令
和
８
年
３
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
届
出
が
必
要
で
す
。

・�

児
童
手
当
の
受
取
口
座
を
解
約
等
し
て

い
る
方
→
支
給
口
座
登
録
等
の
届
出
書

・�

支
給
を
辞
退
す
る
方
→
受
給
拒
否
の
届

出
書

・�

令
和
７
年
10
月
１
日
以
降
に
新
た
に
生

ま
れ
た
児
童
の
児
童
手
当
支
給
対
象
者

・
10
月
１
日
以
降
に
離
婚
（
離
婚
調
停
中

　

�

等
も
含
む
）
に
よ
り
児
童
手
当
の
申
請

が
必
要
に
な
っ
た
保
護
者

【
公
務
員
の
方
】

　

支
給
を
受
け
る
場
合
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
書
は
所
属
庁
か
ら
配
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
職
場
で
証
明
を
受
け
た
う
え
原
則
郵

送
に
よ
り
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先
及
び
申
請
期
限

　

申
請
先
は
、
①
の
対
象
者
は
令
和
７
年

９
月
30
日
時
点
に
住
民
票
の
あ
っ
た
市
区

町
村
と
な
り
、
申
請
期
限
は
市
区
町
村
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
遠
軽
町
の
申
請
期

限
は
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）で
す
。

■
支
給
時
期　

令
和
８
年
４
月
中
旬
予
定

　

問
子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

「
え
ん
が
る
生
活
応
援
券
」
引

換
券
を
配
付
し
ま
す

　

食
料
品
等
の
物
価
高
騰
に
対
応
し
て
家

計
を
支
援
す
る
た
め
、
え
ん
が
る
生
活
応

援
券
（
「
全
国
共
通
お
こ
め
ギ
フ
ト
券
」
ま

た
は
「
町
内
商
品
券
」）
を
受
け
取
る
た
め

の
引
換
券
を
全
世
帯
に
配
付
し
ま
す
。

　

引
換
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、
引
換
場
所

で
「
全
国
共
通
お
こ
め
ギ
フ
ト
券
」ま
た
は

「
町
内
商
品
券
」の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
券
は
無

料
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
受
け
取
り
の
際

に
代
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

こ
の
事
業
は
国
か
ら
の
重
点
支
援
地
方

交
付
金
を
活
用
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
受
取
方
法

　

世
帯
主
宛
て
で
１
人
に
つ
き
１
枚
の
引

換
券
を
発
送（
３
月
５
日
（
木
）
ま
で
に
配

達
予
定
）
し
ま
す
の
で
、
引
換
場
所
に
持

参
し
、
ど
ち
ら
か
の
券
を
選
択
の
上
、
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
引
換
期
間　

３
月
６
日（
金
）～
31
日（
火
）

■
引
換
場
所

・�

遠
軽
商
工
会
議
所（
メ
ト
ロ
プ
ラ
ザ
）

・�

え
ん
が
る
商
工
会（
丸
瀬
布
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

・�

一
般
社
団
法
人
え
ん
が
る
町
観
光
協
会

（
木
楽
館
）

※�

こ
の
ほ
か
、
瀬
戸
瀬
・
安
国
・
生
田
原

・
白
滝
の
臨
時
引
換
場
所
で
引
換
で
き

る
日
時
を
設
け
ま
す
。

■
配
付
単
位

【
お
こ
め
ギ
フ
ト
券
の
場
合
】

１
人
に
つ
き
、
４
４
０
円
×
７
枚（
３
０
８
０

円
分
）を
１
セ
ッ
ト

【
町
内
商
品
券
の
場
合
】

１
人
に
つ
き
、
千
円
×
３
枚（
３
千
円
分
）

を
１
セ
ッ
ト

■
使
用
可
能
期
間

３
月
６
日（
金
）
～
９
月
30
日（
水
）

■
そ
の
他

※�
え
ん
が
る
生
活
応
援
券
の
取
扱
店
に
つ

い
て
は
、
３
月
２
日
の
朝
刊
折
込
チ
ラ

シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

引
換
券
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

紛
失
・
破
損
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

（
コ
ピ
ー
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

問
遠
軽
商
工
会
議
所
☎
42
‐
５
２
０
１

遠
軽
町
季
節
労
働
者
生
活
資

金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
内
に
居
住
す
る
季
節
労
働

者
に
対
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の

資
金
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者（
以
下
の
要
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
方
）

①�

雇
用
保
険
法
に
基
づ
く
特
例
一
時
金
を

受
給
し
て
い
る
方

②�

生
計
を
維
持
す
る
世
帯
主
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
方

③�

原
則
と
し
て
扶
養
親
族
の
あ
る
方

■
貸
付
限
度
額　

１
世
帯
に
つ
き
、
18
万

円
以
内

■
貸
付
利
子　

町
が
全
額
負
担

■
償
還
期
間　

６
月
１
日
～
11
月
30
日

■
連
帯
保
証
人　

町
内
に
居
住
し
、
金
融

機
関
が
認
め
た
方
が
１
人
必
要
で
す
。

■
取
扱
金
融
機
関　

北
海
道
労
働
金
庫
北

見
支
店
遠
軽
出
張
所
ま
た
は
遠
軽
信
用
金

庫
本
支
店

■
申
込
期
日　

４
月
30
日（
木
）ま
で

※�

借
入
に
あ
た
っ
て
は
、
金
融
機
関
に
よ

る
審
査
が
あ
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
貸
付
け
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
商
工
観
光
課
☎
42
‐
４
８
１
９



16令和８年３月号

月のお知らせ月のお知らせ３
Town Information

こども誰でも通園制度とは

　全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に

対して、保護者の多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化するため創設され

た新たな通園制度です。

対象となるこども

①遠軽町に住民登録がある。

②利用日時点で、０歳６か月から満３歳未満（３歳の誕生日の前々日まで）

③保育所、認定こども園等に通っていない。

こども１人あたり「月10時間」を上限にご利用いただけます。

※各月の上限であり、未利用時間を翌月以降に繰り越すことはできません。

利用時間

利用料金につきましては、希望する施設へお問い合わせください。

利用料金

実施施設

施設名 住所・連絡先 実施日時 給食
定員

０歳 １歳 ２歳

認定こども園こころ
１条通南１丁目2-17

☎42‐2518

月～金

8:00～17:00
なし ２人 ０人 ０人

認定こども園遠軽幼稚園
岩見通北３丁目1-22

☎42‐2562

月～金

8:00～17:00
なし ０人 ０人 １人

東保育所
１条通北３丁目1-1

☎42‐5316

月～金

8:30～16:30
なし １人 １人 １人

西保育所
西町２丁目6-54

☎42‐2034

月～金

8:30～16:30
なし ０人 １人 １人

南保育所
福路１丁目12-12

☎42‐1751

月～金

8:30～16:30
なし ０人 １人 １人

安国保育所
生田原安国27-2

☎46‐2055

月～金

8:30～16:30
なし １人 １人 １人

丸瀬布保育所
丸瀬布東町113

☎47‐2072

月～金

8:30～16:30
なし １人 １人 １人

（次の事項を全て満たす場合に限ります）

１

２

３

４

５

　

問子育て支援課☎42‐4560

令和８年４月１日から始まります

（余裕活用型での実施※）

※�保育の利用の空き定員がある場合の受入れとなるため、保育の定員を満たしている場合は、受入れ

できません。



月のお知らせ月のお知らせ３
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17 令和８年３月号

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

有料広告

利用の流れ

①利用申請　�申請書を子育て支援課に提出（申請書は町ホームページからダウンロード、子育て支援課

窓口に備え付け）

　　　　　　※３月９日（月）から申請受付けを開始します。

②利用認定通知　�町から郵送で認定通知書（利用認定証）が届きます。申請したメールアドレスに「こど

も誰でも通園制度総合支援システム」のアカウント通知が届きます。

　　　　　　　　※�利用認定証は、本制度の利用資格を満たすことの証明となりますが、実際の利用

を確約するものではありません。

③面談予約　�通知されたアカウントでシステムにログインし、初回の面談を予約する。

　　　　　　利用希望施設で面談を受けます。

　　　　　　※面談の申込みはシステムで予約後、念のため電話等でも直接施設に行ってください。

④保護者は施設が指定する方法で利用希望日を予約し、利用を開始します。

⑤利用終了後、利用料を施設が指定する方法で支払います。

利用に当たっての注意事項
（利用に当たっては、次のキャンセルポリシーに同意いただく
必要があります）

①施設の利用予約が完了した時点から、本キャンセルポリシーの対象となります。

②利用日を変更したい場合は、利用予約をした施設に速やかにご相談ください。

③無断キャンセルは、施設や他の利用者のご迷惑となるため、お控えください。

④無断キャンセルや度重なる予約変更があった場合、ご利用をお断りすることがあります。

⑤��当日のお子さまの急な体調不良等、予期しないキャンセルについては、速やかに施設へご連絡くだ

さい。

⑥�利用の当日キャンセルに伴う利用料のお支払いは不要ですが、本制度を利用したものと見なして利

用可能枠（10時間）から差し引きます。

⑦�施設の開所日に、施設の指定する方法でキャンセルをし、このキャンセル日から利用予約をした日

までの間に、施設の開所日がない場合は、当日キャンセル扱いとし、⑥と同様に本制度を利用した

ものと見なして利用可能枠（10時間）から差し引きます。具体的なキャンセルの取扱いは以下を参照

してください。

■キャンセルの取扱い一覧

利用予約した曜日 キャンセルした曜日 取扱い

月曜日 前週の金曜日17:00まで 利用可能枠（10時間）からの差し引きは行いません。

月曜日 土曜日・日曜日
当日キャンセル扱いとし、利用可能枠（10時間）か

ら予約時間分を差し引きます。

金曜日 木曜日（祝日の場合）
木曜日が祝日のため、当日キャンセル扱いとし、利

用可能枠（10時間）から予約時間分を差し引きます。

６

７
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月のお知らせ月のお知らせ３
Town Information

■対象者

保護者の住所が町内にあり、高等学校以上の学校等

に入学または在学し、学資の支弁が困難な方

■貸付区分及び貸付額

・高等学校　　　　　　　　月額10,000円

・高等専門学校、専修学校　月額32,000円

・大学以上　　　　　　　　月額44,000円

■貸付利率　無利子

■返済期間

７年間以内（貸付終了１年経過後から返済）

■奨学生の決定

　奨学審査委員会で審査し、決定内容を本人に通知

します。

■貸付日

　毎月10日ごろに指定口座へ振り込みます。

　４～６月分は、奨学審査委員会終了後、６月の中

旬ごろに３か月分まとめて振り込みます。

■対象者
　遠軽町奨学資金の貸付けを受け、貸付期間が終
了する月の翌月から起算して２年以内に、医師ま
たは看護師として町内の医療機関に勤務し、引き
続き３年以上経過した方が対象となります。
【奨学資金の償還免除】
■奨学資金の償還免除額
　対象者が貸付けを受けていた奨学資金の全額を
免除します。
※既に償還をしている場合の額を除きます。
■奨学資金の償還免除手続
　対象者は、勤務先医療機関の在職証明書を添付
の上、申請してください。

令和８年度遠軽町奨学資金の貸付について

医師医師または看護師看護師に係る奨学資金の償還に関する特例について

申込・問 教育委員会総務課☎42‐2191

■貸付予定人数　60人程度

■申込期間　３月２日(月) ～４月30日（木)

■申込書類

①遠軽町奨学生願書

②�学校長の奨学生推薦書（新規申込みまたは進学す

る方）

③町税等納付状況確認同意書

④学業成績証明書（開封厳禁）

⑤�在学証明書（新入生は入学先の在学証明、在学生

は進級後の在学証明）

⑥�令和７年分の収入が確認できる書類（源泉徴収票

の写し、確定申告書の写し）

⑦その他必要と認める書類

※�①～③については、町教育委員会または各教育セ

ンターに備え付けの様式、または町ホームページ

からダウンロードした様式をご利用ください。

【奨学資金の償還方法の変更】
■奨学資金の償還方法の特例
　奨学資金の貸付期間が終了する月の翌月から起
算して２年以内に、医師または看護師として町内
の医療機関に勤務した場合は、貸付期間が終了す
る月の翌月から起算して１年から６年の範囲内で、
償還の方法（据置期間）を変更することができます。
■奨学資金の償還方法の変更手続
　奨学資金の償還免除を受けようとする方は、町
内の医療機関に勤務したときに、医療機関の在職
証明書を添付の上、申請してください。
■その他
　ご不明な点や詳細については、お問い合わせく
ださい。

　町では、医師または看護師（助産師等で看護業務に従事する者を含む。以下同じ。）の確保を図ること
を目的として、遠軽町奨学資金の貸付けを受けていた方で、一定の条件を満たす方に対し奨学資金の
償還を免除します。

お知らせ

有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。

広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。
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19 令和８年３月号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

～
町
民
水
泳
指
導（
月
２
～
３
回
）～

■
日
時　

３
月
13
日（
金
）、
20
日（
金
）

【
初
級
】
午
前
10
時
～
11
時

【
中
級
】
午
前
11
時
10
分
～
午
後
０
時
10
分

■
場
所　

え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

■
対
象　

【
初
級
】
初
め
て
泳
ぐ
方
、
ク
ロ
ー
ル
・
背

泳
ぎ
25
メ
ー
ト
ル
完
泳
を
目
指
す
方

【
中
級
】
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
を
50
メ
ー
ト

ル
以
上
連
続
で
泳
げ
る
方

■
持
ち
物　

水
着
・
水
泳
帽
・
バ
ス
タ
オ
ル

な　
　

ど

■
指
導
者　

遠
軽
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
指
導
者

■
申
込
み　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
受
講

日
に
受
付
に
あ
る
申
込
用
紙
へ
名
前
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル
☎
49
‐
９
５
０
０

～
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室（
毎
週
木
曜
日
）～

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
対
象　

18
歳
以
上
の
町
民（
女
性
限
定
）

■
内
容　

簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

■
持
ち
物　

運
動
靴
・
飲
料
水
・
タ
オ
ル
な　

　

ど

■
申
込
み　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・

問

総
合
体
育
館
☎
42
‐
１
９
０
３

【
共
通
事
項
】

・�

受
講
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
利

用
料
が
か
か
り
ま
す
。

・�

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
は
加
入
し
ま
せ
ん

の
で
、
け
が
等
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

有料広告有料広告

■期間　４月～翌年２月（月１回程度）
■場所　かぜる西ほ

か

■内容　講義、講座、修学旅行、クラブ活動、地域
行事参加ほ

か

■費用　年間1,500円（保険料など）
■入学式・始業式
【日時】４月９日（木）10:00　【場所】かぜる西
■申込み　３月27日（金）まで
申込・問生田原教育センター☎46‐2302

■期間　４月～翌年２月（月２～３回程度）
■場所　芸術文化交流プラザ（メトロプラザ）ほ

か

■内容　講義、講座、大学祭、修学旅行、クラブ活
動、地域行事参加ほ

か

■費用　年間3,000円（会費、教材費など）
■入学式・始業式
【日時】４月17日（金）10:30
【場所】芸術文化交流プラザ（メトロプラザ）
■申込み　３月27日（金）まで
申込・問社会教育課☎42‐2191

■期間　４月～翌年２月（月２～３回程度）
■場所　丸瀬布中央公民館ほ

か

■内容　講義、講座、軽スポーツ、修学旅行、クラ
ブ活動、世代間交流事業ほ

か

■費用　年間2,500円（会費）
■開講式

【日時】４月７日（火）10：00
【場所】丸瀬布中央公民館
■申込み　４月１日（水）まで
申込・問丸瀬布教育センター☎47‐2456

高齢者大学新入生募集
町教育委員会では、町内65歳以上の方を対象に高齢者大学を開設しています。
令和８年度の新入生を募集しますので、この機会にぜひご参加ください。

※�各大学とも、活動内容により別途費用を徴収する

場合があります。

※�各大学で開催するクラブ活動は、希望者のみの自

主活動です。

※�問合せは、各大学の申込先へご連絡ください。

お知らせ

生田原「しらかば大学」

遠軽「瞰望大学」

丸瀬布「ことぶき大学」
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子ども芸術劇場（幼児・小学校低学年）

おたのしみ劇場ガウチョスおたのしみ劇場ガウチョス

「どうぶつのサーカス」「どうぶつのサーカス」

■日時　３月29日（日）

【開場】13:00　【開演】13:30

※公演時間は50分程度を予定しています。

■会場

芸術文化交流プラザ（メトロプラザ）小ホール

■入場　無料（未就学児は保護者の同伴が必要です）

■申込み　右記のインターネットフォー

ムまたは電話で事前にお申込みください。

申込・問社会教育課☎42‐2191

　マリオネット（あやつり人
形）のサーカスショー！
　おさるのモンキチくん、ダ
チョウのダーコさん、ライ
オンのレオンくん、ネズミの
チュー子さん…かわいいどう
ぶつたちのサーカス団が、ア
コーディオンの生演奏にの
せて大活躍！子どもも大人もみんなで
応援してね！上演終了後には、マリオ
ネットのあやつり体験もあります！

ＥＮＩＲＩＳＨ　ＤＡＹ2026ＥＮＩＲＩＳＨ　ＤＡＹ2026

本で旅するアイルランド本で旅するアイルランド

■日程　３月４日（水）～３月31日（火）

※休館日を除く

　３月17日は、アイルランドの代表的な祝日３月17日は、アイルランドの代表的な祝日

「セントパトリックスデー」です。「セントパトリックスデー」です。

　遠軽町図書館では、町のイベント「　遠軽町図書館では、町のイベント「 ＥＮＩ ＥＮＩ

ＲＩＳＨ　ＤＡＹＲＩＳＨ　ＤＡＹ（エンアイリッシュデー）（エンアイリッシュデー）

2026」に合わせ、アイルランドの特集コーナ2026」に合わせ、アイルランドの特集コーナ

ーを次の日程で設置します。ーを次の日程で設置します。

　アイルランド文化やケルト

文化に関するもの、アイルラ

ンドの旅エッセイなど、アイ

ルランドに関連する本を集め

ました。３月は、本を通じて

アイルランドへの旅気分を味

わってみませんか？この機会

に、ぜひお立ち寄りください。

　

問遠軽町図書館☎42‐3632　企画課☎42‐4818

　ＮＰＯ法人遠軽町スポーツ協会では、遠軽町教育

委員会の受託事業として、水泳教室を開催します。

　水中での遊びをとおして、水泳の楽しさを学び、

元気で健康な体づくりをしよう！

■日時　３月24日（火）～28日（土）［全５回］

・昼の部　13:30～15:00

・夜の部　16:30～18:00

■場所　えんがる温水プール

■対象者　４月から町内の小学

校に入学する幼児

■定員　昼の部・夜の部　各20人

※定員になり次第締め切ります。

■指導者　遠軽水泳協会　水泳指導員

■内容　水慣れ、水遊び

■持ち物　水着・バスタオル・水着入れなどを用意

してください（水泳帽は温水プールで用意します）。

■受講料　無料ですが、スポーツ安全保険料（800

円）がかかります。

■申込期間　３月１日（日）～15日（日）

※�電話申込みの方は、申込期間内に温水プール受付

で保険料を納めてください。

申込・問えんがる温水プール☎49‐9500

募集 入学前幼児水泳教室

▲紹介動画は

こちらから
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選手
募集

バレーボール少年団「遠軽クラブJr.」
バレーボールクラブ「遠軽VBC」

「遠軽バレーボールアカデミー」

【バレーボール少年団「遠軽クラブJr.」】

■募集対象　小学１～６年生

【バレーボールクラブ「遠軽VBC」】

■募集対象　中学男子１～３年生

【遠軽バレーボールアカデミー】

■募集対象　中学男女１～３年生

　バレーボールに興味

のある子どもたち、い

つでも見学・体験でき

ます。

　ご連絡ください。

▲ホームページ

▲インスタグラム

団員
募集

はやぶさサッカー

スポーツ少年団

■対象　小学３～６年生の男女（令和8年４月からの学年）
■団費　１人15,000円
※大会遠征費等は別途かかります。
■活動内容　各種大会出場、交流会など
■練習日程・場所

【夏期（５～10月）】
・えんがる球技場等　〔火・木曜日〕17:00～19:00

　　　　　　　　　　〔土曜日〕10:00～12:00

・高齢者スポーツセンター〔水曜日〕18:00～20:00

【冬期（11～４月）】
・総合体育館
　〔火曜日〕低学年　17:00～19:00

　　　　　高学年　19:00～21:00

　〔土曜日〕低学年　9:00～11:00

　　　　　高学年　11:00～13:00

・高齢者スポーツセンター　〔水曜日〕18:00～20:00

・遠軽コミュニティセンター　〔木曜日〕17:00～19:00

※�入団申込書は町内各小学校、総合体育館で受け取
ることができます。

■入団式　３月18日（水）18:00から
　　　　　高齢者スポーツセンター　
申込・問見学を兼ねて練習場所にお越しいただき、 指導
者、団長、事務局にお声掛けください。
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丸
瀬
布
屋
内
多
目
的
運
動
施
設

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
の
シ
ー
ズ
ン
利
用
団
体

募
集

　

丸
瀬
布
屋
内
多
目
的
運

動
施
設
「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
の
年

間
利
用
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
３
月
６
日

(

金)

ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
に
備
え
付
け
の
「
シ
ー
ズ
ン
利
用
団

体
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
丸
瀬
布
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
47
‐
２
４
５
６

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
の
お
願
い

　

令
和
８
年
６
月
１

日
現
在
で
、「
令
和
８

年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

活
動
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
全
て
の
事
業
所
及

び
企
業
が
対
象
で
あ
り
、
我
が
国
の
全
て

の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
・
企
業
の

経
済
活
動
の
状
況
を
全
国
的
・
地
域
別
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

国
が
行
う
調
査
の
中
で
も
特
に
重
要
か
つ

大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

「遠軽出前サポステ」「遠軽出前サポステ」を開催しますを開催します

　働きたいけど何から始めたら良いかわからない。若者サポー
トステーションは、15～49歳の方の就職・自立に向けた相談
を受けています。生活のリズムづくり、コミュニケーションづ
くりの練習なども行っています。ご家族の方からの相談もお待
ちしています。
■日時・会場
３/６（金）　芸術文化交流プラザ（メトロプラザ）
10:00～16:00
■予約　事前に電話で予約してください。

予約・問オホーツク若者サポートステーション
☎0157‐57‐3136

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

■
町
へ
（
か
っ
こ
内
目
的
）

・�

大
通
北
７
丁
目

　
横
堀
範
子
様

　

�

亡
き
夫
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

　

５
万
円（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
）

■
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

令
和
７
年
度
累
計
（
１
月
末
現
在
）

１
万
５
１
９
８
件

２
億
８
４
０
６
万
６
千
円

　

皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

３
月
は
町
税
等
の
納
税
推
進

強
調
月
間
で
す

　

町
で
は
、
３
月
を

「
納
税
推
進
強
調
月

間
」
と
し
て
町
税
等

の
納
税
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
に
は
、

町
道
民
税
、
法
人
町

民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
（
種
別
割
）、
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
介
護
保
険

料
な
ど
、
町
税
等
全
て
の
滞
納
整
理
を
行

い
ま
す
。

  

ご
相
談
も
な
く
町
税
等
を
納
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

大
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
・

問

税
務
課
☎
42
‐
４
８
１
４

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

３
月
は
道
税
の
滞
納
整
理
強

化
月
間
で
す

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、
３
月

を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
全
て

の
道
税
の
滞
納
を
整
理
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
強
く
差
押
等
の
滞
納
処
分
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
大

至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
納
め
な
い
場

合
に
は
、
給
与
や
預
貯
金
、
生
命
保
険
な

ど
の
財
産
差
押
え
、
ま
た
は
自
宅
や
事
務

所
の
捜
索
を
行
い
、
貴
金
属
・
自
動
車
・

軽
自
動
車
の
動
産
の
差
押
え
を
執
行
し
ま

す
。

・�

ｅ
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
や
ｅ
Ｌ
番
号
が
記
載
さ
れ

て
い
る
納
付
書
が
あ
れ
ば
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
等
を
利
用
し
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
納
税
で
き
ま
す
の
で
、
地

方
税
お
支
払
サ
イ
ト
の
ご
利
用
・
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
税
い
た
だ
け
ま
す
。

　

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
北
見
道
税
事

務
所
納
税
課（
北
見
市
青
葉
町
6
番
6
号
）

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
８
６
８
６（
直
通
）

▲写真は自動車差押え
の一例です

▲地方税お支払
サイト
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各種国内災害義援金・海外救援金各種国内災害義援金・海外救援金

受け付けています

　日本赤十字社遠軽町分区では、災害や紛争、病
気に苦しむ人たちを支援するため、各種国内災害
義援金・海外救援金を受け付けています。
　つきましては、引き続き皆様のあたたかいご支
援をよろしくお願いします。
　また、ご寄付いただいた皆様に、心より感謝申
し上げます。
【日赤遠軽町分区取扱い分（令和８年１月30日現
在）】
■ウクライナ人道危機救援金
　救援金受付額　200,781円（８件）
■現在受付中の義援金

義援金名称 受付期間

令和７年11月18日大分市佐
賀関の大規模火災義援金 令和８年３月31日（火）

まで令和７年８月６日からの大
雨災害義援金

令和６年９月能登半島大雨
災害義援金 令和９年３月31日（水）

まで令和６年能登半島地震災害
義援金

■現在受付中の救援金

救援金名称 受付期間

ウクライナ人道危機救援金

令和９年３月31日（水）
まで

バングラデシュ南部避難民
救援金

中東人道危機救援金

■受付窓口
・保健福祉課（げんき21）☎42‐4813
・生田原支所☎45‐2011
・丸瀬布支所☎47‐2211
・白滝支所☎48‐2211

　

問日本赤十字社遠軽町分区事務局
　保健福祉課（げんき21）☎42‐4813

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

お問い合わせ下さい♪
公文式　南町2丁目教室
月曜日・木曜日

公文式　遠軽東教室
火曜日・金曜日

090-2697-8685
指導者　鈴木

080-6066-6724
指導者　牧島

有料広告有料広告

消費生活コーナー消費生活コーナー

　ネットショッピングで商品を注文した後に、

「欠品のため決済アプリを使って返金します」と

言われたら、詐欺を疑ってください。返金され

るはずが逆にお金を送金させられるという、下

記のような手口が増えています。

１．�通販で注文して代金を振り込んだが、商品

が届かない

２．�メールや電話で、「欠品中のため返金する」

と連絡がある

３．�ＬＩＮＥでのやり取りに誘導され、リンク

が送られてくる

４．�リンクをタップすると○○ペイの画面が開

き、言われるままに操作する

５．�返金してもらうはずが送金していた

　代金の振込先口座の名義が個人名のときや、

コンビニ等でプリペイド型電子マネーを購入す

るよう指示された場合などは、悪質な通販サイ

トである可能性があります。ほかにも、ブラン

ド品が大幅に割引されていたり、説明文が不自

然な日本語のときなど、少しでも怪しいと感じ

たら注文をしないようにしましょう。

　もし悪質な通販サイトから商品を購入してし

まったときは、振込先の銀行や警察などに早急

に連絡しましょう。失ってしまったお金を取り

戻すことは非常に困難ですが、泣き寝入りせず

に行動を起こせば、被害の一部回復につながる

可能性があります。何から始めたらいいか相談

したいときは、消費者ホットライン「188(いや

や)」にお電話ください。

　町では、悪質商法による被害や、契約の際のトラ

ブルなどの消費生活に関する相談を受け付けていま

す。相談内容により問題解決の助言や情報提供を行

い、必要に応じてあっせんなども行っています。�
　

問遠軽町消費生活相談窓口（商工観光課）☎42‐4819

※各支所でも相談を受け付けています。

～通販で「○○ペイで返金する」に注意！～
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Ⓡ

のじゃがいも料理

瀬下さんの麻婆じゃが 材料（４人分）

作り方（調理時間20分）

白滝じゃが生産部会加工班
　

問事務局:えんゆう農協白滝支所☎48‐2311

「じゃがリンピック」は
遠軽町白滝で開催されている
じゃがいも料理コンテストです

１１

３３

２２ しょうが、にんにく、長ネギを炒め、香りが立ったらひき肉、豆
板醤を加えて炒める。

ひき肉の色が変わったら、テンメンジャンとしょうゆを入れて炒
め、じゃがいもを加えて混ぜる。

４４

５５

鶏がらスープの素と水を入れて煮詰める。

じゃがいもは皮をむき一口大に切り、容器に入れ水カップを加え
て電子レンジで約３分加熱する。

水溶き片栗粉を加えてとろみをつけ、ごま油を加える。

じゃがいも　　　　　　　中２個
豚ひき肉　　　　 　　　　100g
長ネギ　　　　　　　　１／３本
しょうが（みじん切り）　小さじ１
にんにく（みじん切り）　小さじ１
豆板醤　　　　　　　　小さじ１
テンメンジャン　　　　大さじ１

しょうゆ　　　　　　　大さじ１
ごま油　　　　　　　　大さじ１
鶏がらスープの素　小さじ１／２
水　　　　　　　　１／２カップ
片栗粉　　　　　　　　大さじ１
水（溶き用）　　　　　　大さじ２

月のお知らせ月のお知らせ３
Town Information
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学学ぼう！ぼう！国国民年金民年金

国民年金のお問い合わせは　北見年金事務所☎0157‐25‐8703　住民生活課☎42‐4812
または各支所　生田原支所☎45‐2011　丸瀬布支所☎47‐2211　白滝支所☎48‐2211

障害基礎年金とは
　障害基礎年金は、病気やけがで障がい者になった

ときに受けることができる年金です。次の３つの場

合があり、それぞれ、受給の条件が異なります。

①国民年金加入中に初診日のある病気・けがで障が

い者になったとき

②国民年金に加入していた60歳以上65歳未満の方

で、日本国内に住所がある方が障がい者になった

とき

③20歳になる前に初診日があり、その後障がい者に

なったとき

■障害基礎年金の受給の条件

【①、②の場合】

・障害認定日に、政令で定められた「１級」または「２

級」の障害に該当していること（身体障害者手帳の

等級ではありません）

※�障害認定日とは、障害の原因となった傷病の初診

日から１年６か月経過した日、または、それ以前

に症状が固定した時はその日を指します。

・初診日のある月の前々月までの年金加入期間につ

いて、３分の２以上の保険料が納付、または免

除されていること。もしくは、初診日のある月の

前々月までの１年間に保険料の未納がないこと（初

診日が令和18年３月31日までにある場合のみ）

【③の場合】

・障害認定日が20歳になる前の場合は、20歳に達し

たときに障害の程度が「１級」または「２級」に該当

していると支給されます。

・障害認定日が20歳以後にある場合は、障害認定日

に障害の程度が「１級」または「２級」に該当してい

ると支給されます。

※初診日が20歳になる前の場合は、本人の所得制限

があります。

■特別障害給付金制度

　国民年金に任意加入していなかったために、障害基

礎年金を受けられなかった方は、次のいずれかに該当

すると、特別障害給付金制度の対象になります。原則

として65歳に達する日の前日までに請求の手続をし

ていただく必要があります。

①	平成３年３月以前に国民年金任意加入対象者であっ

た学生の方（夜間・定時制・通信制を除く）

②	昭和61年３月以前の国民年金任意加入対象者であ

り、厚生年金等に加入していた方の配偶者で、国民

年金に任意加入していなかった期間内に初診日があ

り、現在、障害基礎年金の対象となる「１級」または

「２級」に相当する障害に該当する方

年金事務相談を

　　　ご利用ください
　北見年金事務所では、２か月に１回年金事務相談

を開催し、年金相談や手続を行っています。

予約制で行いますので、利用される方は相談日の１

か月前から１週間前までにご予約ください。

　日時や場所は、次のとおりです。皆さん、どうぞ

ご利用ください。

■日時　３月12日（木）　10:00～16:00

※次回の相談日は５月14日（木）です。

■場所　保健福祉総合センター（げんき21）

■予約・問い合わせ

　北見年金事務所お客様相談室

　☎0157‐25‐8703

　※音声ガイダンスに従って「お客様相談室」につな

いでください。

気になる

ことは…

インターネットで国民年金手続のインターネットで国民年金手続の
電子申請ができます電子申請ができます

　電子申請には、マイナポータルの利用者登録をする

必要があります。

■マイナポータル利用者登録に必要なもの

・スマートフォンまたはパソコン

・マイナンバーカード

・マイナンバーカードを受け取った際に設定したパス

ワード

　年金の手続きは、国民年金被保険者の資格取得（種

別変更）の届出、国民年金保険料免除・納付猶予申請

及び学生納付特例申請の電子申請が可能です。

　詳しい登録・申請方法につきましては、日本年金機

構ホームページ(https://www.nenkin.go.jp)をご覧く

ださい。

■電子申請のメリット

・時間にとらわれず24時間届出できます。夜間や休

日でも届出できます。

・自宅や職場などインターネットを使ってどこでも届

出できます。

・届出する際の移動時間や待ち時間がありません。郵

送コスト等の削減が期待できます。
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vol.22地域医療のこと地域医療のこと
もっと

知ろう
もっと

知ろう

　このコーナーでは、皆様に地域医療を知っていただくため、遠軽厚生病院から医療技

術や地域医療の状況などについて情報提供をしていただきます。

■展示作品を募集しています（利用無料）

　あなたの趣味の作品や、大切にされている活動の成果を当院に飾ってみませんか？

・展示場所　 新館２階

・対象作品　写真、絵画、書など（壁に吊り下げ可能なもの）

・お申し込み　まずはお電話にて「総務課」までお気軽にご連絡ください 。

※診察の待ち時間や、お散歩のついでに、ぜひ一度２階ギャラリーへお立ち寄りください 。

１　新館２階に「えんがあーるギャラリー」が誕生しました１　新館２階に「えんがあーるギャラリー」が誕生しました

■ご協力の方法

・回収場所（少量の場合）　 院内設置の「専用回収ボックス」へ直接お入れください。

・大量にお持ち込みの場合　 本館２階の「総務課」窓口にて承ります。

２　世界の子どもたちにワクチンを「ペットボトルキャップ回収」２　世界の子どもたちにワクチンを「ペットボトルキャップ回収」

「800個で、ひとりの子どもの命を守るワクチンに」「800個で、ひとりの子どもの命を守るワクチンに」
皆様の温かいご支援をお願いします。

　

問ＪＡ北海道厚生連 遠軽厚生病院 総務課

☎42‐4101　　

受付時間： 平日 9:00～17:00

▼ギャラリー展示の
詳細はこちら

▼ペットボトルキャップ
回収の詳細はこちら

①本館１階：自動販売機前 ②新館１階：エレベーターホール ③新館２階：健診センター内

　令和７年９月１日より、新館２階に新たな交流・展示スペースを開設しました。

　「えんがあーる」という名前には、この場所を通じて、患者さんやご家族、地域の皆様との間に温かな

「ご縁（えん）」が生まれますように、という願いを込めています。

　当院では、地域住民の皆様とともに、ペットボトルキャップを回収して世界の子どもたちへワクチンを

届ける活動を推進しています。皆様が分別してくださるキャップが、子どもたちの命を守る力に変わりま

す。
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　今
こんげつ

月は遠
えんがる

軽と交
こうりゅう

流のあるアイルランドについてご紹
しょうかい

介します！

　アイルランドは、ヨーロッパの北
ほくせい

西に位
い ち

置する島
しまぐに

国です。島
しま

の面
めんせき

積も

人
じんこう

口も、 北
ほっかいどう

海道とほぼ同
ど う き ぼ

規模。豊
ゆた

かな自
し ぜ ん

然や牧
ぼくそうち

草地など、北
ほっかいどう

海道と共
きょうつうてん

通点が多
おお

い国
くに

です。首
し ゅ と

都は1000年
ねん

以
いじょう

上の歴
れ き し

史と現
げんだい

代の文
ぶ ん か

化が混
ま

ざり合
あ

うまち、ダブリン。

音
おんがく

楽が盛
さか

んな国
こくさい

際都
と し

市です。フレンドリーな人
ひとびと

々が魅
みりょく

力であり、今
いま

話
わ だ い

題の文
ぶんごう

豪

・小
こいずみやくも

泉八雲（ラフカディオ・ハーン）が育
そだ

ったまちでもあります。

 　1964東
とうきょう

京オリンピックにおいて、各
かっこく

国選
せんしゅだん

手団が持
も

ち寄
よ

った

樹
じゅしゅ

種が日
に ほ ん か く ち

本各地に配
くば

られ、アイルランド産
さん

のロッジポールパ

インなどの苗
なえ

が遠
えんがるちょう

軽町の北
ほっかいどう

海道家
かていがっこう

庭学校の子
こ

どもたちにより、

「1964 東
とうきょう

京オリンピックゆかりの展
てんじりん

示林」として 50 年
ねん

以
いじょう

上も

のあいだ、大
たいせつ

切に育
そだ

てられてきました。 

　そして、この展
てんじりん

示林をきっかけに、遠
えんがるちょう

軽町は 2020 東
とうきょう

京オリ

ンピック・パラリンピックにおけるアイルランドのホストタウ

ンに登
とうろく

録されました！ この登
とうろく

録を契
け い き

機として、遠
えんがるちょう

軽町とアイル

ランドの交
こうりゅう

流が続
つづ

いています！

　遠
えんがるちょう

軽町では、アイルランドへの理
り か い

解を深
ふか

めてもらおう

と、“ENIRISH DAY”を2021年
ねん

から開
かいさい

催してきました！

　今
こ と し

年は、次
つぎ

のような企
き か く

画を行
おこな

います！この機
き か い

会に、町
まち

と交
こうりゅう

流があるアイルランドに愛
あいちゃく

着を持
も

っていただくとと

もに、ぜひアイルランドカラーのグリーン（緑
みどり

）を身
み

に着
つ

けて、ENIRISH DAYをお楽
たの

しみください！ 

3.1(Sun)～ 31(Tue)
場
ば し よ

所：岩
い わ み

見通
どおり

１～４丁
ちょうめ

目

      遠
えんがるちょう

軽町図
としょかん

書館（開
かいかんちゅう

館中） 

場
ば し よ

所：遠
えんがるちょう

軽町図
としょかん

書館

3.13（Fri）～27（Fri） 
場
ば し よ

所：メトロプラザ
　　　　　　　ホワイエ２ 

ENIRISH DAY 2026 開催！
エンアイリッシュデー2026

遠軽・ご縁の「えん」

　　　　＋「アイリッシュ」＝ENIRISH

かいさい

えんがる えん

アイルランド大
たいしかん

使館

公
こうしき

式 Instagram
駐
ちゅうにち

日アイルランド大
たいしかん

使館 

（左
ひだり

から）デミアン・コール駐
ちゅうにちたいし

日大使と

佐
さ さ き

々木修
しゅういち

一遠
えんがる

軽 町
ちょうちょう

長

岩
いわみどおりがい

見通街の街
がいとう

灯・図
としょかん

書館のライトがグリーンに！

アイルランド関
かんれん

連の本
ほん

の特
とくしゅう

集コーナーを設
せ っ ち

置！

町
まち

とアイルランドの交
こうりゅう

流の経
け い か

過をご紹
しょうかい

介！

3.4(Wed)～ 31(Tue)

遠
えんがるちょう

軽町とアイルランド
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『絢爛の法』　川越　宗一

　法制官僚として大久保利通や伊藤博文らに見出され

ていく井上毅。該博な知識と直言直行、美辞と麗句を

武器にして、至善完美の憲法作りに挑み…。熱い明治

を描く歴史小説。『小説新潮』連載に加筆修正、改題。

夜が明けたら【青波杏】風を織る【あさのあつこ】冷蔵庫

婆の怪談【大島清昭】春かずら【澤田瞳子】幽民奇聞【恒川

光太郎】被告人、ＡＩ【中山七里】生きとるわ【又吉直樹】

グレタ・ニンプ【綿矢りさ】人生がちょっとよくなる読

書術【斉藤洋】思わず納得！値上げの教科書【坂口孝則】

不安の世代【ジョナサン・ハイト】物理学者の自由研究

【村田次郎】慢性腎臓病【丸山彰一】醤油大全【金内誠】も

～っとかぎ針編みの編み図が読めるようになる本【ｋｉ

ｈｏ】夏井いつきの俳句添削事典【夏井いつき】

●遠軽町図書館 新刊紹介

生田原スポーツセンター 冬季休館

丸瀬布郷土資料館 冬季休館

丸瀬布昆虫生態館
３日（火）、10日（火）、17日（火）

24日（火）、31日（火）

丸瀬布図書室
１日（日）、８日（日）、15日（日）
20日（金）、22日（日）、29日（日）

埋蔵文化財センター、白
滝ジオパーク交流センタ
ー、白滝図書室

休館日無し

キッズメトロ
２日（月）、９日（月）、16日（月）
23日（月）、30日（月）、31日（火）

3月3月
体育施設体育施設

文化施設文化施設

休館日休館日

総合体育館、えんがる温水
プール、東体育館、豊里体
育館、高齢者スポーツセン
ター、遠軽町武道館、遠軽
コミセン、社名淵体育館、
瀬戸瀬コミセン

２日（月）、９日（月）、16日（月）

23日（月）、30日（月）

遠軽町図書館
２日（月）、９日（月）、16日（月）
23日（月）、27日（金）、30日（月）

遠軽町郷土館
２日（月）、９日（月）、16日（月）
21日（土）、23日（月）、30日（月）

生田原図書館
２日（月）、９日（月）、16日（月）
20日（金）、23日（月）、30日（月）

４日（水）　桜教室（10:00～・げんき21）

　　　　　藤教室（14:00～・げんき21）

５日（木）　ひまわり教室（10:00～・げんき21）

　　　　　ラベンダー教室（13:30～・げんき21）

10日（火）　ちゅうりっぷ教室（10:00～・げんき21）

18日（水）　コスモス教室（10:00～・げんき21）

　　　　　おとこ組（13:30～・げんき21）

19日（木）　ひまわり教室（10:00～・げんき21）

　　　　　ラベンダー教室（13:30～・げんき21）

24日（火）　ちゅうりっぷ教室（10:00～・げんき21）

25日（水）　桜教室・藤教室合同（10:30～・げんき21）

●3月　健康運動教室等

２日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

４日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

６日（金）　げんきひろば（10:00～・キッズメトロ）

９日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

11日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

13日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

16日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

18日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

23日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21)

25日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

　　　　　離乳食講座（10:30～・げんき21）

26日（木）　すこやか親子相談・妊産婦相談（10:00～・げんき21）

27日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

30日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

●3月　健康相談 ・ 育児学級

３日（火）　ＢＣＧ予防接種（13:30～・げんき21）

４日（水）　１歳６カ月児健診（13:00～・げんき21）

　　　　　４カ月児健診（13:20～・げんき21）

11日（水）　３歳児健診（13:00～・げんき21）

　　　　　１歳児健診（13:20～・げんき21）

●3月　健診 ・ 検診 ・ 予防接種

１日（日）、８日（日）、15日（日）、20日（金）、22日（日）

29日（日）

●3月　休日当番医 （遠軽厚生病院☎42-4101）

 7日　「舌切りすずめ」

14日　「おはよう！コケッコーさん～アイドルはゴロニャンコ」ほか

21日　「サラとダックン～まいごのふうせん」

28日　「フレアのハッピーダイアリー～ベイビーベイビートーク」

●遠軽町図書館 童話の時間 （午前11:00～）
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  月３
み ん な の カ レ ン ダ ーみ ん な の カ レ ン ダ ー

 運転免許 運転免許

 更新時講習 更新時講習

問合せ先：遠軽地区交通安全協会 ☎42‐0110 内線415
会　　場：遠軽自動車学校３階第２教室「交通安全教育センター」

７日（土） 一般　13:30～ 初回　14:40～

10日（火） 優良　13:30～ 違反　14:10～

14日（土） 優良　  9:00～ 一般　  9:40～

28日（土） 優良　13:30～ 違反　14:10～

●文化 ・ スポーツ ・ イベント

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

４日
（水）

企画展「本で旅するアイルランド」（遠軽町図書館）【31日まで】
生田原地域健康体操教室（13:00～ ・ かぜる西）

５日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 遠軽町総合体育館）

６日
（金）

７日
（土）

第46回北北海道銃剣道大会（遠軽町総合体育館）
読み聞かせ会どろんこ（10:00～ ・ かぜる安国）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

８日
（日）

第42回遠軽室内サッカー大会（遠軽町総合体育館）
2025年度遠軽スイミングクラブ冬季水泳記録会兼（公財）
日本水泳連盟泳力検定会（9:30～ ・ えんがる温水プール）

９日
（月）

10日
（火）

童話の時間りとる（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

11日
（水）

生田原地域健康体操教室（13:00～ ・ 安国公民館）

12日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 遠軽町総合体育館）

13日
（金）

町民水泳指導（10:00～ ・ えんがる温水プール）
町民水泳指導（11:10～ ・ えんがる温水プール）

14日
（土）

絵本の読み聞かせ（10:30～ ・ 生田原図書館）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

15日
（日）

第49回遠軽インドアソフトテニス選手権大会（総合体育館）

16日
(月)

17日
（火）

18日
（水）

生田原地域健康体操教室（13:00～ ・ かぜる西）

19日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 遠軽町総合体育館）

20日
（金）

白滝乗馬体験教室（9:30～、 11:00～ ・ まきば北海道）
町民水泳指導（10:00～ ・ えんがる温水プール）
町民水泳指導（11:10～ ・ えんがる温水プール）

21日
（土）

童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

22日
（日）

23日
（月）

24日
（火）

童話の時間りとる（11:00～ ・遠軽町図書館）
入学前幼児水泳教室（13:30～ ・ えんがる温水プール）
入学前幼児水泳教室（16:３0～ ・ えんがる温水プール）

25日
（水）

生田原地域健康体操教室（13:00～ ・安国公民館）
入学前幼児水泳教室（13:30～ ・ えんがる温水プール）
入学前幼児水泳教室（16:３0～ ・ えんがる温水プール）

26日
（木）

入学前幼児水泳教室（13:30～ ・ えんがる温水プール）
入学前幼児水泳教室（16:３0～ ・ えんがる温水プール）

27日
（金）

月末休館日（遠軽町図書館）
入学前幼児水泳教室（13:30～ ・ えんがる温水プール）
入学前幼児水泳教室（16:３0～ ・ えんがる温水プール）

28日
（土）

絵本の読み聞かせ（10:30～ ・丸瀬布生涯学習館）
童話の時間（11:00～ ・遠軽町図書館）
入学前幼児水泳教室（13:30～ ・ えんがる温水プール）
入学前幼児水泳教室（16:３0～ ・ えんがる温水プール）

29日
(日)

子ども芸術劇場「どうぶつのサーカス」（13:30～ ・ メトロプラザ）

30日
(月)

31日
(火)
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今
月
の
表
紙
は
、
１
月
24
日
と

25
日
の
２
日
間
、
え
ん
が
る
ロ
ッ
ク

バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
「
ペ

ン
ギ
ン
カ
ッ
プ
え
ん
が
る
Ｇ
Ｓ
競
技

会
」
の
一
こ
ま
で
す
。

　

２
０
１
９
年
以
来
７
年
ぶ
り
に
遠

軽
町
で
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ
公
認
の

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
に
は
、
遠
軽

ス
キ
ー
連
盟
を
は
じ
め
、
陸
上
自
衛

隊
遠
軽
駐
屯
地
の
隊
員
が
コ
ー
ス
整

備
や
旗
門
審
判
員
の
支
援
を
し
た
ほ

か
、
準
備
や
片
付
け
に
遠
軽
高
校
野

球
部
の
生
徒
が
携
わ
る
な
ど
、
町
が

一
体
と
な
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
道
内
外
か
ら
集
結
し

た
お
よ
そ
90
人
の
選
手
た
ち
が
、
同

ス
キ
ー
場
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
を

舞
台
に
巧
み
な
滑
り
で
速
さ
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

今
月
の
表
紙

広報えんがるで取り上げてほしい
特集があったら企画課まで連絡してね！

町内保育所で節分行事町内保育所で節分行事

　２月３日、町内の各保育所で節分行事が行われました。

　そのうち、東保育所では、鬼のお面やベルトを身に付けた

子どもたちが、先生から節分にまつわる話を聞き、年長さん

たちは保育所内の各部屋に新聞紙で作った豆をまきました。

　その後、みんなで節分の歌を大声で歌っている最中、赤鬼

と青鬼が乱入してくると子どもたちは阿鼻叫喚。突然の鬼の

登場に慌てふためき、泣き叫んだり、逃げ回ったりしながら

も、勇敢に鬼に立ち向い、「鬼は外、福は内！」と言いながら、

豆を投げ続けました。

　たくさんの豆を浴びて降参した鬼たちが帰っていく際には、

子どもたちは元気いっぱいに手を振っていました。

令和７年度遠軽町瞰望大学卒業式・終業式・校友会閉講式令和７年度遠軽町瞰望大学卒業式・終業式・校友会閉講式

　２月６日、芸術文化交流プラザ・メトロプラザで、令和７年

度遠軽町瞰望大学卒業式・終業式・校友会閉講式が行われまし

た。式では、同大学学長の佐藤祐治教育長が卒業証書や修了認

定証、皆勤賞の賞状を授与。また、卒業生７人には校友会から

花束が贈呈されました。

　卒業生代表挨拶では清水龍雄さんが「これからも瞰望大学の

合言葉『元気いっぱい・笑顔いっぱい・明るさいっぱい』をモッ

トーに励んでいきます」と感謝の言葉を述べていました。

　式の最後には全員で「蛍の光」を合唱して、一年間の活動を締

めくくりました。

今
年
も
「
教
育
型
」

コ
ン
テ
ス
ト
開
催

まいたうんギャラリーまいたうんギャラリーまいたうんギャラリーまいたうんギャラリー

怖
が
り
な
が
ら
も「

鬼
は
外
！
」

卒
業
後
も

　
合
言
葉
を
モ
ッ
ト
ー
に
励
む

第２回SAKURA　JAPAN管打楽器コンテスト第２回SAKURA　JAPAN管打楽器コンテスト

　１月31日、芸術文化交流プラザ・メトロプラザで、「第２回

SAKURA JAPAN管打楽器コンテスト」が行われました。これ

は、SAKURA JAPAN Music Competition（事務局：さくら

Music office（大塚さくら代表））が主催しているコンテスト

です。

　小学生から高校生までの参加者18人が演奏を披露し、審査

の結果、木管楽器部門小学生の部で第１位の浅井花帆さん（遠

軽東小学校６年生）が、グランプリを受賞しました。　


